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      借金の完済は焦りすぎないこと





      
借金というものができると一気に生活で感じるストレスが増える、とおっしゃる方は非常に多いです。
      

      
確かに借金ということに慣れていない人は、その返済に関して焦ってしまうのが普通のことなのです。
皆さんがご存知かは分かりませんが、カードローンや消費者金融というのは、利用者が合意すればその借金の返済額をいくらでも増やすことができるようになっています。
      

      
つまりは「毎月1万ずつ返しているけど、今月は3万円の返済をしよう」といってもそれが簡単にできるのです。
確かに返済額をこのように多くすれば、その分、借金はどんどん減っていきますので、これは良いことのように思えます。
      

      
実際にハウツー本などを読んでも、ローンの返済をどんどん繰り上げて当初設定した期間よりも早く返済していくことを励ます情報などもよく見かけます。
これはなぜでしょうか。
理由は簡単で、借金の元金というものを早期に減らしていけば、それだけ利子も減り、借金返済が長期的に楽になるということなのです。
      

      ゆとりを持った返済が大事

      
しかし、ここにも当然落とし穴というものが存在します。
      

      
特に借金に慣れていない人は、毎月の返済額を最低限度に抑えて、できるだけ月額を増やさないことも必要なのです。
でもこれはいったいなぜでしょうか。
      

      
余裕があるときに、もし自分の限界一杯に借金返済をしてしまうと、当然のことながら手元のお金というのは減っていきますよね。
このことで借金の元金は減るのですが、自分自身の余裕もなくなっていくことになります。
      

      
例えば貯金がゼロになるまで借金返済をしたとしましょう。
そんな時に急な出費が必要になった時にはどうしますか。
きっと新しい借金の借り入れを利用しなくてはいけなくなるのです。
これではまさに本末転倒です。
      

      
本当に賢い債務者は、お金に余裕ができたときには全てを借金の返済に回すのではなく、自分で貯金もしておくことになります。
そうすることで新しい借り入れを防ぐことができるからです。
借金返済に必要なのは決して焦らない事です。
      

      
また、プロの力を利用するということも考えてみると良いかもしれません。
つまり行政の相談窓口や、弁護士さんに効率の良い借金返済方法を色々と聞いてみるということです。
      

      
借金を返済するというのはかなり時間がかかることがあります。
自分自身に余裕がなくなると、かなり生活も厳しく借金の返済も余裕のないものになってしまいますので気をつけましょう。
      

	  
      
ただし、生活に余裕がありすぎても、それはそれで問題があります。
ですから生活をするのに無理がない範囲で毎月多めに返済をしていくことが大切です。
繰上げ返済も出来るだけ行うべきですが、ＡＴＭなどで返済する場合は、利用手数料のことも考える必要があります。
利用手数料が負担になるなら頻繁に繰り上げ返済を行うのではなく、数か月に１回程度とまとめて一気に返済を行う事をおすすめします。
負担の少ない借金の返済方法は、借入れしている金融会社の相談窓口スタッフに聞いてみるのも良いでしょう。
相談窓口のスタッフは多くの顧客の返済方法を見てきていますので、当然のことながら効率的な借金返済方法も熟知しています。
店頭まで行かなくてはならないので、気が重いかもしれませんが、その手間以上の利得はあるはずです。
      

	  
      家を建てたので借金返済に頑張る

      
私の家の近所の方の話ですが、その方は男性で４０代の方でした。
その方の家は、もう年数的にずいぶん古い感じがしてましたので、そろそろ家を建てられるんではないかと思ってみていました。
するとやはり家の取り壊し工事が始まったんです。
      

      
ああやっぱりそうだったのかと思いまして、どんな家が建つのか近所ながら楽しみにしていたのですが、取り壊し工事で敷地には車庫だけが残されてあとはきれいな更地になりました。
私は楽しみに毎日その方の前を車で通るものですから、必ず一目は見ていくことにしていたんです。
      

      
でも来る日も来る日も基礎工事が始まらないのです。
どうしたんだろうと思ってはいたのですが、そのまま建つのを待っていました。
それでも何カ月たってもまったく工事が始まらないんです。
      

      
私だけでなく他のご近所の方もそう思われていらしたことだろうと思います。
どことなく風のうわさでこんなことを耳にしました。
なんでもその方は区外に広い土地を一つ所有されていて、その土地を売却予定にされていたらしいです。
数千万円の買い手があったにもかかわらずもっと価格を上げようとしたところ、買い手のほうがキャンセルをしたらしく結局お金につながらないままになり、資金不足で基礎工事ができなくなったらしいのです。
      

      
あまり聞かない話ですが、その方はいい方なのでとても気の毒に思いました。
それで、その方は銀行関係からの借金はできず友人の方にその土地を肩代わりに買っていただいたとか聞きました。
そのお金で、現在は家が建ちました。
      

      
でも売った土地代だけでは足りず、現在、家の借金返済に頑張っておられます。
借金返済方法には、土地を売却するという流れもあるのかと私には勉強になりました。
住むところとなると、借金返済はつきものだとは思いますが、このような形の借金は、もし私がこの方の立場なら対応できないかもしれません。
[追記]
      


      公的機関で有利な借金

      
私は、若い頃から起業をして自分の会社を作りたいと考えていました。
学校を卒業した時に、会社を作ろうと思ったのだけど、運転資金は当然のこと全くありません。
その時に、何らかの仕事に就いてお金を貯めるか、あるいは借金をしてそのお金で起業をするかの選択をしなければなりませんでした。
人に雇われる性分ではなかったことから、結局、公的機関から借金をして自分の会社を起こすことにしました。
借金をしたのは国の一機関である日本政策金融公庫からです。
ここで借金をした理由は、新規事業開業者向けの低金利融資を行っていたからです。
      

      
担保なしでも実質年率２％という破格の金利値で借金をすることができます。
民間の金融機関では仮に土地などの担保があっても、この低金利で借りるのはまず不可能です。
借入するには好条件が揃っているので、借金返済となるけど起業したいと考えている自分にとっては好都合でした。
私の親戚に会社経営をしている人がいて、その人に自分も起業をしたいという話をした所、日本政策金融公庫を紹介されました。
その人は、会社の運転資金を得るために日本政策金融公庫を利用しているそうです。
      

      
その人からの情報とネットの公式サイトから得られた情報により、国の機関なので安心して借金とその返済をすることができることが分かりました。
借金の申し込み手続きを行った結果、無事に審査にも合格して、お金を借りることができました。
起業するにあたって幾ら借金をするか悩みましたが、返済することを考えると、最初から大風呂敷を広げて仕事を行うのではなく、こじんまりとした所からスタートしようと思いました。
その結果、２５０万円を借入れしました。
借金返済は毎月６万円を支払いました。
      

      
会社が軌道に乗るまでの間は、この毎月の借金返済が大変でしたが、順調に行き出してからは、繰り上げ返済も可能だったのですが、低金利融資なので、あえて繰り上げ返済を行わずに支払い続けました。
結局、借金は３年半程度ですべて返済を終えることができました。
これから起業のために借金をしたい方は、まず初めに返済が楽な日本政策金融公庫の融資を利用できないかを検討するべきです。
[追記]
      


      
効率よくお金を借りたいなら、借金返済の方法を考えることが重要です。
出来るだけ低金利で借金をすることができ、返済総額を少なくできる金融機関を利用しましょう。
      

	  
      
・金融関連サイト

全国信用金庫協会

日本全国の信用金庫について調べることが出来ます。
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